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図書館だより図書館だより ほんの森11月号 平日 午前10時〜午後６時　土・日  午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76−3888

新刊・新着図書案内 ～朝晩すっかり寒くなりましたね…こんな季節はコタツでゆっくり読書です!!～
●児童書・コミック
おつきみおばけ　　　　　　　　　　　　　　せなけいこ
空からのぞいた桃太郎　　　　　　　　　　　　　影山徹
手おけのふくろう　　　　　　ひらののぶあき・あべ弘士 
ママがおばけになっちゃった！ぼく、ママとけっこんする！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぶみ
どうぶつドドド　　　　　　　　　　　　　　矢野アケミ 
まんが要点日本史　　　北村幹雄　早稲田大学漫画研究会
まんが要点世界史　　　　　　　　高山高雄　水木茉莉花
迷路ゲーム・ブック日本地図　　　　　　　　　間宮研二
だれもが直面することだけど人には言えない中学生の悩みごと
　　　　　　　　　　　　　　　　　高濱正伸・大塚剛史
３月のライオン　13　　　　　　　　　　　    羽海野チカ

●一般書
牡丹色のウエストポーチ（杉原爽香シリーズ30） 赤川次郎
青い花　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
アナログ　　　　　　　　　　　　　　　　ビートたけし
教場０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡弘樹
宗麟の海　　　　　　　　　　　　　　　　　安部龍太郎
騙し絵の牙　　　　　　　　　　　　　　　　　塩田武士
ルビンの壺が割れた　　　　　　　　　　　　宿野かほる
帝都大捜査網　　　　　　　　　　　　　　　　岡田秀文
シルバー川柳　７　　全国有料老人ホーム協会・ポプラ社編集部
はがきの名文コンクール　　はがきの名文コンクール実行委員会
黄昏　　　　　　　　　　　　　　　　南伸坊・糸井重里
ヒロのちつじょ　　　　　　　　　　　　　　佐藤美紗代
宿題の絵日記帳　　　　　　　　　　　　　　　今井信吾 
ファインダーズ・キーパーズ　上・下　　　スティーヴン・キング
死ぬほど読書　　　　　　　　　　　　　　　丹羽宇一郎
論理的思考力を鍛える33の思考実験　　　　　  北村良子

ダンナさまは幽霊　　　　　　　　流光七奈・宮咲ひろ美
ゼロからわかる「世界の読み方」　　　　　　　　佐藤優
朝鮮半島という災厄　　ケント・ギルバート・遠藤誉・高 永喆
命の授業　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰塚勇人
共生の「くに」を目指して　　　　　　　　　　赤堀芳和
誰もボクを見ていない　　　　　　　　　　　　　山寺香
老後のホンネ、幸せなのはどっち？　　　　　　辻川覚志 
父親ができる最高の子育て　　　　　　　　　　高濱正伸
子どもを叱り続ける人が知らない「５つの原則」　　石田勝紀
算数嫌いな子が好きになる本　　　　松島伸浩・高濱正伸
三途の川の七不思議　　　　　　　　　　　　　　志賀貢
東芝の悲劇　　　　　　　　　　　　　　　　　大鹿靖明
今日すべきことを精一杯！　　　　　　　　　日野原重明
はちみつ日和　　　　　　　　　　　　　　　　前田京子
大人がすっきり見える服　　　　　　　　日本ヴォーグ社
いのち愛しむ、人生キッチン　　　　　　　　　桧山タミ
お弁当いただきます！　　　　　　　　　　　平野恵理子
暮らしのおへそ　Vol.24　　　　　　　　　主婦と生活社
５日でわかる！はじめてのスマホ　　　　　　ＮＨＫ出版
日航１２３便墜落の新事実　　　　　　　　　　青山透子
自然栽培　Vol.12　　　　木村秋則・『自然栽培』編集部
ｓｅｒｉｅｓ田園回帰　１～８　　　　農山漁村文化協会
トラクタ名人になる！　　　　　　　　農山漁村文化協会
焼きいもが、好き！　日本いも類研究会「焼きいも研究チーム」
本気になって何が悪い　　　　　　　　　　　　唐池恒二
むらさき染に魅せられて　　　　　　　 大河内 【タダシ】
わたしのげぼく　　　　　　　　上野そら・くまくら珠美
脳もこころも健康に誰でも描ける！パステルアート　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　江村信一・古賀良彦
難しいことはわかりませんが、英語が話せる方法を教えてください！
　　　　　　　　　　スティーブ・ソレイシィ・大橋弘祐

　最近図書館の貸出しで多くなったのが、編み物、
手芸、折り紙、クラフトバックなどのハンドメイド
本です。家でゆっくりと創作するには良い季節です
よね。もし、何か作ってみようかなとお考えの方
は、ぜひ一度図書館へ来られませんか。初めての人
でもできる初心者向けの本もたくさんありますよ。
こんな本を入れてほしいというリクエストもお待ち
しています！

★10月26日（木）・27日（金）の２日間、九重緑陽中学校２年生
【２名】が、職場体験として図書館で働いてくれました。カウ
ンターでの接客や本の整理など司書の仕事を立派にやってくれ
ましたよ。また図書館へ遊びにきてくださいね。こちらもお疲
れさまでした！

　11月２日（木）に、ココドク（九重町の読書
会）を開催しました。今年は、10名の参加者が、
夜の図書館で大いに本の話で盛り上がりました。こ
の読書会を通して人の輪が広がった方、お友達がで
きたという方がたくさんいます。来年も開催する予
定なのでぜひご参加ください！

ハンドメイドの季節です！

第4回 KokoDoku へのご参加
ありがとうございました！

ココドク

お知らせ 「おはなし会」毎月第２土曜日　午前10時30分～11時
今月のボランティアグループは「プチとまと」のみなさんでした。
来月は「チームそらまめくん」です。（12月９日予定）お楽しみに♪

★大分県社会教育課主催の「子ども司書養成講座」に応募してくれ
たのは南山田小学校５年生の麻生涼君と４年生の小斉平橙次君で
す。大分県立図書館での研修と九重町図書館での研修で、図書館
の仕事を学びました。司書の仕事はどうでしたか？これからも本
が大好きな二人でいてくださいね。お疲れさまでした！

図書館司書に挑戦！
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ふるさとの
文化財探訪

第43回
　
二
〇
〇
五
年
よ
り
、
人
間
の
生
活
・
生
業

と
密
接
に
関
連
し
て
、
人
と
自
然
と
が
作
り

出
す
風
景
﹁
文
化
的
景
観
﹂
が
国
の
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

九
重
の
文
化
的
景
観
の
代
表
格
と
い
え
ば

﹁
草
原
﹂
で
す
。
草
原
は
ご
存
知
の
通
り
、

毎
年
人
々
が
春
に
火
入
れ
︵
野
焼
き
︶
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
景
観
で

す
。
こ
の
草
原
は
よ
く
、
﹁
農
耕
用
の
牛
馬

の
飼
養
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
﹂
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
本
当
の
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。
数
少
な
い
九
重
の
草
原
の
利

用
に
関
す
る
文
献
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
大
友
義
統
書
状
に
は
、
﹁
く

じ
ゅ
う
連
山
北
側
の
玖
珠
郡
と
隣
接
す
る
小

国
郷
の
豪
族
北
里
氏
に
対
し
て
、
玖
珠
境
の

山
へ
猪
鹿
を
追
い
懸
け
て
き
た
こ
と
に
対
し

て
、
狩
の
法
式
を
守
る
よ
う
に
。
﹂
と
記
さ

れ
て
い
る
他
、
大
友
氏
書
状
に
は
、
い
く
つ

か
こ
の
地
で
の
狩
り
に
関
係
す
る
書
状
が
存

在
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
九
重
の
草
原
は
、
狩

場
︵
獲
物
を
射
る
武
士
の
演
習
場
︶
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
江
戸
時
代
以
降
は
、
豊
後
国
玖
珠
郡
田
野

村
の
村
明
細
帳
の
記
録

に
、
享
保
六
年
︵
一
七

二
一
︶
か
ら
明
治
三
年

︵
一
八
七
〇
︶
ま
で
、

継
続
し
て
鉄
砲
運
上
の

記
載
が
あ
り
、
こ
の
地

で
江
戸
時
代
中
期
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て

も
、
狩
猟
が
継
続
的
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
田
野

村
に
隣
接
す
る
、
湯
坪
村
の
筋
湯
地
区
に

は
、
﹁
千
匹
塚
﹂
と
呼
ば
れ
る
鳥
獣
供
養
塔

が
存
在
し
ま
す
。
主
題
の
﹁
牛
馬
﹂
の
数
に

注
目
す
る
と
、
田
野
村
に
お
い
て
は
、
享
保

六
年
︵
一
七
二
一
︶
か
ら
天
保
九
年(

一
八

三
八)

ま
で
、
牛
三
十
頭
代
・
馬
十
頭
前
後

で
推
移
、
天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
は
家
数

一
〇
一
・
牛
馬
数
は
五
十
一
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
ろ
の
様
子
を
、
お
隣
の
小

国
・
久
住
と
比
較
す
る
と
、
文
化
五
年
︵
一

八
〇
八
︶
に
竈
数
︵
世
帯
数
︶
六
五
七
・
牛

馬
数
九
〇
六
四
と
、
通
常
の
農
耕
利
用
の
範

囲
を
超
え
た
、
阿
蘇
の
﹁
牧
﹂
の
文
化
の
影

響
を
受
け
て
飼
養
さ
れ
て
い
る
牛
馬
の
姿
が

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　
九
重
の
草
原
が
﹁
農
耕
用
の
牛
馬
の
飼
養

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
﹂
の
は
、
文

献
で
は
江
戸
時
代
ま
で
遡
れ
る
も
の
の
、
隣

接
す
る
地
域
と
比
較
す
る
と
、
﹁
狩
場
﹂
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
の
ほ
う

が
、
九
重
の
草
原
を
考
え
る
う
え
で
、
欠
か

せ
な
い
要
素
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
数
少
な
く
な
っ
て
き

た
九
重
の
草
原
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
着
し
た
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
遺
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

九重の草原九重の草原

「千匹塚」（九重町筋湯）「千匹塚」（九重町筋湯）

文化財調査員　種村英大

自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

お問い合わせ　　九重ふるさと自然学校　　☎７３－０００１

　
二
〇
〇
七
年
四
月
に
開
校
し
た

九
重
ふ
る
さ
と
自
然
学
校
。
開
校

か
ら
九
重
町
内
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

十
歳
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
十
年
の
間
に
た
く
さ
ん
の

方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
活
動
も

進
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と

生
き
も
の
の
す
み
か
を
創
る
「
田

ん
ぼ
あ
そ
び
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
と

し
た
環
境
教
育
事
業
「
ふ
る
さ
と
探
検
ク
ラ

ブ
」、
公
民
館
活
動
と
し
て
の
「
九
重
の
伝

統
野
菜
の
普
及
啓
発
」
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ま
は
も
ち
ろ
ん
、
九
重
町
や
九
重
町
教
育
委

員
会
、
様
々
な
団
体
の
方
々
と
連
携
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
人
と
自
然
が
共
に
豊
か
に
暮
ら

せ
る
九
重
を
め
ざ
し
て
、
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
人
と
自
然
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
次
の

世
代
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
。
今
後
も

九
重
の
自
然
や
文
化
を
守
り
・
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お手軽レシピで、おいしく調理！
九重の伝統野菜を食べて、楽しく
学ぶ会 東飯田公民館の通学合宿では子どもた

ちに町内で見られる「昆虫☆トーク
ショー」を実施

虫・鳥・植物・哺乳類好き！
個性豊かな？スタッフ５名。
今後もよろしくお願いします

おかげさまで開校10周年を迎えました

行きます！話します！体験できます！

「自然学校って何しよんの？」

　九重の自然や生きもののトークショー、
クラフトワークショップ、活動のお話な
ど、出前授業も受付中です。

よ
し
む
ね

か
ま
ど
か
ず
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　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
【ご 融 資 額】お子さま１人あたり350万円以内
【金　　　利】年1.76％　固定金利
　　　　　※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）以内の方」または「子ども３人

以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」は年1.36％（平成29年11月10
日現在）

【ご返済期間】15年以内
　　　　　※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）以内の方」ま

たは「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」は18年以内）
【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金･家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

※詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
　（☎０５７０－００８６５６〔ナビダイヤル〕または ☎０３－５３２１－８６５６）まで
　お問い合わせください。

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！

●　暮らしの情報

各
種
相
談
・
研
修

大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部（
無
料
相
談
会
）

■
日
　
時
　
12
月
7
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の

心
配
事
な
ど　

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

会
（
担
当　

穴
井
）

　
☎
７
２‐

４
６
８
０

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
日
常
生
活
の
中

で
の
様
々
な
悩
み
や
、
差
別
を

受
け
た
と
感
じ
た
方
な
ど
か
ら

相
談
を
受
け
、
解
決
す
る
た
め

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
５
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所　
　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
　
　
３
階
会
議
室

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
12
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所
　
九
重
町
役
場

　
　
　
　
３
階　
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　

　

相
続
や
登
記
の
名
義
等
に
関
す

る
ご
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ

ル
等
の
様
々
な
法
律
紛
争
に
関

す
る
ご
相
談

■
そ
の
他

原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者

優
先
）

※

予
約
が
な
く
て
も
当
日
の
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い

た
方
と
相
談
時
間
が
重
複
し
た

場
合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
主
　
催

大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
司
法
書
士
会
青
年
の
会

　

九
重
町
無
料
相
談
会
事
務
局

（
担
当　

大
野
）

　

☎
７
７‐

６
２
８
２

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
　
（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
日
　
時　
12
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

■
場
　
所　
大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎

　
　
　
　
３
階 

小
会
議
室

■
内
　
容

　

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及

び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に

よ
る
医
療
相
談

■
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

西
部
保
健
所
に
予
約
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
西
部
保
健
所　

地
域
保

健
課

　

☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３

エ
イ
ズ
早
期
発
見
の
た
め
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
ま
せ
ん

か
？12

月
１
日
の
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
夜
間

に
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
７
時

■
場
　
所
　
大
分
県
西
部
保
健
所

１
階
（
駐
車
場
有
）

■
対
　
象　
検
査
を
希
望
す
る
方

※

匿
名
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

御
了
承
く
だ
さ
い
。

■
検
査
料
　
無
料

■
内
　
容

　
問
診
・
採
血
を
行
い
ま
す
。

　

採
血
後
約
１
時
間
で
検
査
結
果

を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
申
込
み
方
法　
事
前
に
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
西
部
保
健
所　

地
域
保

健
課

　
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３

そ
の
他
の
募
集・お
知
ら
せ
等
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診療費の減免事業について 済生会日田病院

　社会福祉法人の病院として、経済的理由で診療を受けることができない人々を対象に、無料又は低額診療事業を
行っています。
　例えば、市町村県民税非課税世帯の方、「限度額適用・標準負担額減額認定証」や「後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証」の適用を受けている方、また、「就学援助制度」の認定を受けている方、あるいは、低所得
等の生計困難な方で、診療費の支払いについて心配がある場合は、まず、当院の医療相談員へご相談ください。関係
機関の証明書、認定書、通知書等で状況を確認の上、診療費の減免を行います。
　なお、この事業の実施に際しては、市町村役場、福祉事務所並びに社会福祉協議会、民生委員協議会及び民生委員
等の方々のご協力を頂いています。また、他医療機関を受診中の方は、担当医とご相談の上、紹介状を持参してくだ
さい。
≪診療科目≫内科、心臓血管内科、消化器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科（人工透析）、外科、呼吸

器外科、消化器外科、乳腺外科、頸部外科、血管外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、小児科、皮
膚科、婦人科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、歯科口腔外科

≪電話受付≫月曜から金曜日（祝日は除く）の午前８時30分から午後５時まで

お問い合わせ　　済生会日田病院　（担当）医療相談員　　☎ 0973－24－1100

大分県の最低賃金が
変わりました！

大分県最低賃金は平成29年10月1日から

１時間715円 737円
に変わりました。

大分労働局労働基準部賃金室　
☎ 097－536－3215
日田労働基準監督署
☎ 0973－22－6191

お
問
い
合
わ
せ

暮らしの情報　●
　

大
分
県
難
聴
者
協
会
は
中
途
失

聴
者
・
難
聴
者
の
自
助
グ
ル
ー

プ
で
す
。

　

聞
こ
え
に
く
い
、
聞
こ
え
な
い

こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

要
約
筆
記
の
支
援
も
受
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
９
日
㈯
、
２
月

11
日
㈰
、
３
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
３
日
間
）

■
場
　
所
　
大
分
県
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大
津
町
）

■
参
加
費　
無
料
、
申
込
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　

大
分
県
難
聴

者
協
会　

担
当
：
小
倉

　
☎
０
８
０‐

１
７
４
２‐

１
２
６
１

労
働
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

〜
入
る
こ
と
で
、
社
員
を

　
支
え
、
会
社
を
守
る
〜

　

労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ
た

時
（
労
災
保
険
）、
労
働
者
が

失
業
し
た
時
（
雇
用
保
険
）
の

た
め
に
一
人
で
も
労
働
者
を
雇

用
す
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
加
入
し
て
い
な
い

と
、
も
し
も
の
時
に
社
員
は
も

ち
ろ
ん
会
社
に
も
大
き
な
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
し

く
は
大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
７‐

５
３
６‐

７
０
９
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術

専
門
校
　
平
成
30
年
度
訓

練
生
募
集
（
前
期
）

■
訓
練
期
間
　

　

入
校　

平
成
30
年
４
月
10
日
㈫

　

修
了　

平
成
31
年
３
月
14
日
㈭

■
授
業
料　
無　

料
（
入
校
時
に

教
科
書
等
の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈮
〜
12
月
27
日
㈬

■
入
校
試
験

　

平
成
30
年
１
月
14
日
㈰

■
募
集
内
容

■
申
込
み
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日

田
（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

８

６
０
９
）
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９

平
成
29
年
度
　
第
２
回

経
営
指
導
員
等

採
用
候
補
者
選
定
試
験

　

大
分
県
内
の
商
工
会
に
お
い

て
、
経
営
指
導
員
と
し
て
中
小

企
業
者
の
経
営
改
善
普
及
事
業

（
中
小
企
業
者
の
支
援
・
育

成
）
に
従
事
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

■
受
験
資
格
　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満

34
歳
未
満
で
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人

■
試
験
内
容
・
日
程

　
【
第
１
次
試
験
】
専
門
試
験
、

　

能
力
試
験
、
適
性
試
験

　

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯　

　

午
前
10
時
か
ら

　
【
第
２
次
試
験
】
面
接
試
験

　

平
成
30
年
１
月
下
旬
予
定

■
採
用
者
数
　
２
人
程
度

■
採
用
時
期

　
原
則
、
平
成
30
年
４
月
１
日

■
募
集
期
限

　
12
月
28
日
㈭
ま
で

※

詳
細
に
つ
い
て
は
大
分
県
商
工

会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
商
工
会
連
合
会　

総
務
課

　

☎
０
９
７‐

５
３
４‐

９
５
０
７

庭園及び公園の築造を中心
に緑地管理、樹木のせん
定、花き園芸及びガーデニ
ング等について習得

コンピュータの基礎知識と
応用技術及びワープロ、簿
記、会計等の事務処理につ
いて習得

離転職者等
新規高等学校卒業予定者

平成30年４月１日現在
18歳以上39歳の方
離転職者等
新規高等学校卒業予定者

ガーデン
エクステリア科

オフィス
ビジネス科

20人

募集数 対象内容科目

20人

各
種
資
格
・
試
験
等

大
分
県
難
聴
者
協
会 

定
例
会
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梶 原 好 令
髙 橋 侑 奈

（敬称略）

女
女

口 の 園
重 原

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

竜二
憲治

かじ　わら　  すみれ

たか　はし　  ゆうな

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72−2141　● 火災の確認は ☎72−5100

● 

病
　
院

11月

12月

19日
23日
26日
3日
10日
17日

72-2466
77-6121
72-2135
73-2030
72-2143
72-1127

　森　
野 上
春日町
北山田
春日町
塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
0973-28-7688
0973-23-2228
0973-22-7736

72-3838
0973-22-3305
0973-24-5700

日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

10月１日〜10月末日届出分

人口と世帯

人 の 動 き人 の 動 き

人口
  男
  女
世帯
　　　　（　）は前月からの増減

9,742  人
4,618  人

  5,124  人
3,895 　 

（−23）
（−17）
（−  6）
 （−14）

麻　生　太　一
荒　井　美　年
岩　尾　二美代
岩　森　サツキ
梅　木　冨士人
金　山　イソヱ
熊　谷　福　松
佐　藤　二　　
佐　藤　冨士夫
竹　尾　トシ子
中　村　スミ子
甲　斐　敏　盛

91
92
63
89
88
90
90
79
72
86
83
94

下 旦 二
無 田 中
小 平 谷
釣 団 地
筋 湯
奥 郷
湯 坪 下
川 西 三
滝 上
桐 木 一
中 央 一
北 方 上

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積　271.37㎢　／　町の木　くぬぎ　花　ミヤマキリシマ　鳥　カッコウ

★都合で変更する場合があります。

荒 木 医 院
矢 原 医 院
高 田 病 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院

またけ歯科クリニック
中 村 歯 科 医 院
はたの歯科医院
たしろ歯科医院
井 上 歯 科 医 院
伊 藤 歯 科 医 院

2017 年 11 月・12 月休日当番医

地区別
件数

物損
事故

件数計
人身事故

死者 負傷者

交通安全

0

0

0

0

0

0

13

８

11

32

0

6

８

6

20

20

48

137

64

269

20

54

145

70

289

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

こちら
119番
こちら
119番

（2017年10月末現在）

町内地区別事故発生状況（累計、属地）

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

11月

12月

19日
23日
26日
3日
10日
17日

電　話住　所 医療機関名日月

　皆さんは消火栓や防火水槽をご存知ですか。これらを消防水利

と言います。火災が起きた時に水を消防隊に供給するものです。

この施設の多くは、標識を設けたり、路上やフタにマーキングを

したりして位置を示しています。またその他にもプール、池、河

川等も消火活動に使用しています。

　この消防水利の周辺は、駐車が禁止されていますが、稀にすぐ

側に車を駐車しているのを見かけます。消火栓や防火水槽付近に

駐車すると、火災時の消火活動に支障が出てしまいます。一刻を

争うことなので皆様のご理解とご協力をお願い致します。

※駐車を禁止している場所
①消火栓から五メートル以内の場所

②防火水槽の吸管投入口から５メートル以内の場所

③指定消防水利（プール、池、河川等）の標識から５メートル
　以内の場所

「消防水利付近は
　　駐車禁止です」

ともなり脳神経外科が診療開始しました！
医療法人友光会　友成医院

診療科目：脳神経外科
診療内容：頭痛・外傷・脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）
　　　　　・脳腫瘍・脊椎疾患（頚～腰椎症、ヘルニア　等）・
　　　　　てんかん・認知症・ボトックス治療・生活習慣病（高
　　　　　　　　　　　　血圧症、脂質異常症、糖尿病　等）

診療時間 月
9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 17:30

○

○

火
○

○

水
／

／

木
○

○

金
○

○

土
○
○

日
／

／

【休 診】水曜日・日曜日・祝祭日

お問い合わせ　友成医院 ともなり脳神経外科　☎ ７２－０５５０

15:30



　
伝
統
俳
句
と
か
現
代
俳
句
と
か
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
「
伝
統
」
と

「
現
代
」
で
す
か
ら
、
少
し
わ
か
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
も
う
少

し
わ
か
り  

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
伝
統
俳
句
」
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
遡
り
ま
す
が
「
花
鳥
諷
詠
」

と
「
客
観
主
体
」
を
唱
え
続
け
て
き
た
も
の
で
、「
五
・
七
・
五
」
と

「
季
語
」
を
重
ん
じ
る
流
派
（
作
法
）
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
現

代
俳
句
」
は
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
も
っ
と
自
己
の
内
面
性
を
表
出

し
た
り
、
主
観
を
否
定
し
な
い
一
行
詩
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

時
代
の
変
化
や
価
値
観
に
よ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
現
代
俳
句
に

は
、「
自
由
律
」（
定
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、
作
ら
れ
る
俳
句
）「
無
季
俳

句
」（
季
語
を
持
た
な
い
俳
句
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
俳

壇
は
「
現
代
俳
句
協
会
」、「
俳
人
協
会
」
そ
し
て
「
日
本
伝
統
俳
句

協
会
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑨

Ａ
⑨

　
キ
ク
科
の
常
緑
多
年
草
。
暖
地
の
海
辺
に

多
く
自
生
す
る
。
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て

六
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
花
茎
に
黄
の
頭
状
花
を

開
く
。
厚
く
つ
や
の
あ
る
フ
キ
に
似
た
葉

は
、
湿
疹
や
腫
物
の
薬
用
に
な
る
。
長
い
葉

柄
は
食
用
に
。

　
石
蕗
を
食
べ
た
ら
普
通
の
蕗
は
食
え
な
い

と
い
う
話
も
あ
る
。
山
口
県
の
津
和
野
の
地

名
は
﹁
石
蕗
の
野
﹂
︵
石
蕗
が
よ
く
は
え
る

と
こ
ろ
︶
が
由
来
。

健
や
か
に
生
き
る
約
束
大
花
野　
　
　
　
　

穴
井　

陽
子

指
切
り
を
ご
破
算
に
し
て
秋
を
呼
ぶ　
　
　

吉
光　

好
美

　12月号の締め切りは11月末日です。今月も「自由題のみ」とし
ます。奮ってご応募ください。初挑戦大歓迎です。前回から「添削
希望」（朱書き）とハガキに書いて戴いた方には順次おハガキで
「添削例」をご返送させて戴いています。

（
注
）「
あ
き
い
え
や
・
つ
く
ば
い
こ
お
る
・
つ
わ
の
は
な
」
と
い
う
よ
う
に
五
音
・
七
音
・
五
音
を

    

軽
く
切
っ
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

読

者

俳
句

　
「
推
薦
句
」
三
席
は
「
大
花
野
」
「
秋
を
呼
ぶ
」
「
秋
色
」
と

い
ず
れ
も
「
季
語
」
を
大
切
に
使
っ
て
の
一
句
で
し
た
。

　
師
で
あ
っ
た
藤
田
湘
子
先
生
は
、「
季
語
が
一
句
の
成
否
を
決

め
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
も
っ
と
季
語
で
苦
労
を
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
互
い
に
「
歳
時

記
」
を
も
っ
と
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
　
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

今
月
の
推
薦
句

俳人の言葉⑧　　俳句の本質は「挨拶」「滑稽」「即興」　　山本　健吉
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月
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「
健
や
か
に
生
き
る
」
約
束
を
誰
と
し
た
か
、
言
わ
な
い
と
こ
ろ
が
読
む
側
の
想

像
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
大
花
野
」
で
ご
高
齢
の
陽
子
さ
ん
の
逞
し
さ
も
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
ご
破
算
に
し
た
」
の
は
誰
で
し
ょ
う
？
ま
あ
可
愛
ら
し
い
人
を
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
が
・
・
・
「
秋
を
呼
ぶ
」
で
約
束
の
反
故
も
少
し
温
か
さ
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。

秋
色
は
高
き
山
か
ら
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　

佐
藤　

文
雄

　
言
わ
れ
て
み
る
と
「
そ
う
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
の

発
見
力
が
大
切
だ
と
い
う
お
手
本
。「
紅
葉
は
」
で
は
な
く
「
秋
色
は
」
で
詩
情

が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

秋
の
日
や
白
衣
黒
衣
と
な
ら
べ
干
す　

豊　
　
　

國

石
蕗
咲
く
や
姉
の
形
見
の
袖
と
お
す　

吉
光
ヨ
ウ
子

煩
悩
を
背
負
ひ
て
秋
の
時
雨
か
な　
　

藤
澤　

泉
渓

寝
湯
に
入
る
明
日
を
浮
か
べ
る
神
無
月　

信　
　
　

也

雲
早
し
進
路
気
に
な
る
柿
十
つ
ぶ　
　

髙
倉　

直
人

家
計
簿
の
一
行
日
記
秋
の
暮　
　
　
　

藤
澤　

節
子

椎
茸
の
か
ほ
り
ほ
の
か
や
秋
の
風　
　

吉
光　

昭
眞

団
栗
の
コ
ロ
コ
ロ
唄
を
口
ず
さ
む　
　

永
松
左
世
美

か
わ
い
い
ね
雨
に
濡
れ
て
る
吾
亦
紅　

小
川　

良
子

藁
こ
ず
み
遠
く
に
お
い
て
眺
め
け
り　

森
髙
マ
サ
ヨ

色
落
葉
踏
む
に
は
惜
し
い
山
の
径　
　

吉
光　

静
子

散
策
の
杖
と
戯
る
狗
尾
草　
　
　
　
　

野
木
チ
ズ
子

秋
色
に
錦
溢
る
る
ス
マ
ホ
か
な　
　
　

森　
　

照
美

わ
い
た
や
ま
今
年
の
錦
織
り
始
む　
　

林　
　

香
澄

小
春
日
に
畑
出
よ
う
か
本
読
も
か　
　

井
上　

則
子

風
に
の
る
稲
刈
り
後
の
香
り
か
な　
　

佐
藤　

愛
莉

佳
作
　
十
六
席

ね
こ
じ
ゃ
ら
し

た
わ
む

24広報ここのえ　11月号

今
月
の
暗
誦
句

空
家
や
つ
く
ば
ひ
氷
る
石
蕗
の
花

石
蕗
の
花
入
日
の
窓
を
開
け
て
お
く

一
年
が
昨
日
の
よ
う
に
石
蕗
が
咲
く

夏
目
　
漱
石

飯
島
　
晴
子
︵
鷹
︶

芦
塚
　
美
穂
︵
麦
︶

（
評
）

ぼ
ん
の
う

ど
ん
ぐ
り

わ
れ
も
こ
う

か
ち
ょ
う
ふ
う
え
い

石
蕗
の
花

石
蕗
の
花

つ 
わ
つ 
わ




